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■流域面積 ：7,040km2

■幹川流路延長：229km

■流域内人口 ：約96万人

（地形的特性）

■狭窄部（最上・大淀・荒砥・河井山）と盆地（新

庄・山形・長井・米沢）を交互に繰り返す地形。

■狭窄部上流に市街地が形成。

■東西南北を山岳に挟まれ、全国有数の多雨・豪雪

地帯。

■狭窄部上流は緩勾配。支川は流路延長が短く急勾

配。

（洪水時の特性）

■急勾配な地形から流出時間が短く、急激な水位上

昇。

■狭窄部が流出のネックとなり、上流側での滞留時

間が長い。

最上川の特徴について最上川の特徴について
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最上川水系最上川水系河川整備計画の目標について河川整備計画の目標について

１）洪水による災害発生の防止又は軽減
２）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全

【河川整備計画の３つの目的】

【計画の対象期間】

本計画の対象期間は、概ね３０年間としています。
なお、社会情勢や経済情勢の変化や、新たな 知見、洪水など
の被害の発生状況等により、 必要に応じて、見直しを行うも

のです。

【計画の対象区間】

本計画の対象区間は、国土交通省の管理区間（大臣管理区
間）である 323.9km を対象とし、知事管理区間との調整を図
りながら、地方生活圏（庄内地域、最上地域、村山地域、置
賜地域）を基本に社会環境に即した計画としています。

－－２２－－

山形県

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

山形県

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

庄内地域

最上地域

村山地域

置賜地域

最上川水系最上川水系河川整備計画の目標について河川整備計画の目標について

１）洪水による災害発生の防止又は軽減
２）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
３）河川環境の整備と保全

【河川整備計画の３つの目的】

【計画の対象期間】

本計画の対象期間は、概ね３０年間としています。
なお、社会情勢や経済情勢の変化や、新たな 知見、洪水など
の被害の発生状況等により、 必要に応じて、見直しを行うも

のです。

【計画の対象区間】

本計画の対象区間は、国土交通省の管理区間（大臣管理区
間）である 323.9km を対象とし、知事管理区間との調整を図
りながら、地方生活圏（庄内地域、最上地域、村山地域、置
賜地域）を基本に社会環境に即した計画としています。

－－２２－－



最上川水系最上川水系河川整備計画における事業単位について河川整備計画における事業単位について

１）洪水による災害発生の防止又は軽減

◆外水対策：洪水調節施設の整備（長井ダム※）、堤防の整備、既設堤
防の拡幅（引堤）、河道掘削、道路橋・鉄道橋の架替、漏水対策（質的
整備）

◆内水対策
排水機場の整備・改築等（大旦川・荷口川等）

◆危機管理対策
水防活動基地となる拠点整備、河川管理の高度化（光ファイバー網の敷
設、ＣＣＴＶの設置）、ハザードマップ作成の支援等

◆新たな水源の開発：長井ダム※

◆水資源の適正利用：最上川水系渇水情報連絡協議会等による調整

２）河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

３）河川環境の整備と保全

河川改修事業

河川環境整備事業

消流雪用水導入事業

－－３３－－

おおだんがわ にくちがわ

◆水質について：河川の水質改善に対する対策

◆自然環境の保全・復元：魚道設置やワンド・湿地等の保全・復元

◆河川利用について

・散策路、親水護岸の整備（親水性を有する河川空間の確保）

・消流雪（冬期間における快適な生活環境確保）

※長井ダム建設事業については、単独でも事業評価を実施している。また、事
業完成後の事後評価については、別途「東北地方ダム管理フォローアップ委員
会」で実施予定



【河川整備計画（概ね30年間）の整備目標】

・最上川本川については、上流部（村山及び置賜地域）で戦後最大規模の洪水で

ある「昭和42年8月洪水（羽越豪雨）」と、中流～下流部（最上及び庄内地域）で

戦後最大規模の洪水である「昭和44年8月洪水」と同規模の洪水が再び発生した場

合に想定される住家への氾濫被害を防ぐことを整備目標としています。

最上川水系最上川水系河川改修事業の整備目標について河川改修事業の整備目標について

また、農耕地については平成9年6月洪水と同規模の洪水による冠水を極力軽減

させることを整備目標としています。

－４－－４－



段階的な整備について段階的な整備について

「最上川水系河川整備計画」では、過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを
総合的に勘案し、「最上川水系河川整備基本方針」で定めた目標に向けて、上下流の治水安全度バランスを確保
しつつ、段階的かつ着実に整備を進め、洪水による災害に対する安全性の向上を図ることとしています。

－５－－５－

治
水

安
全
度

整備計画
策定（H14）

現時点
（H23）

当面完了時
（H29）

整備計画完成
（H43）

平成9年洪水規模の治水安全度対応（第１段階）

河川整備計画の目標である戦後最大規模である

昭和42年、昭和44年洪水規模まで対応（第２段階）

背後資産の大きい市街地部を

優先的に、築堤による無堤部・

弱小堤防の解消等を図る。

農耕地も含めた整備目標達

成に必要な無堤部の解消

及び河道掘削等の実施

時間的経過
概ね３０年間

河川整備基本方針　１／１５０の洪水に対応

段階的な整備について段階的な整備について

「最上川水系河川整備計画」では、過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを
総合的に勘案し、「最上川水系河川整備基本方針」で定めた目標に向けて、上下流の治水安全度バランスを確保
しつつ、段階的かつ着実に整備を進め、洪水による災害に対する安全性の向上を図ることとしています。
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段階的な整備について段階的な整備について
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43

下
流
部

中
流
部

上
流
部

（
庄
内
地
域

）

（
最
上
地
域

）

（
村
山
・
置
賜
地
域

）

整備計画策定
（H14）

現時点
（H23）

当面整備完了
（H29）

整備計画完成
（H43）

築堤（家屋浸水対策）
堤防質的整備

河道掘削

築堤（家屋浸水対策）
築堤（農耕地）

河道掘削

築堤（家屋浸水対策）

その他（施設朽化対策）

大淀分水路

全体事業として評価

当面事業として評価
残事業として評価

長井ダム建設事業

第一段階（H9洪水規模対応） 第二段階（既往最大洪水対応（整備計画））

河道掘削

堤防質的整備

築堤（農耕地）

堤防質的整備



（外水氾濫による想定浸水被害）

約 ７，９００世帯床下

約１８，８００ｈａ浸水面積

約２６，０００世帯床上浸水

世帯数

整備計画対象洪水

と同規模の洪水

整備前

現況（Ｈ２３）河道において整備計画対象洪水と
同規模の洪水が発生した場合の浸水想定範囲

治水対策の実施

整備計画実施後の浸水想定範囲

治水対策の実施

・堤防整備
・河道掘削
・長井ダム建設
・維持管理

↓
治水対策の費用（C ）

治水対策の実施により
軽減される被害額

・一般資産
・農作物
・公共土木

↓
治水対策の効果（B ）

被害の軽減
（家屋被害＝０）

酒田市

新庄市

山形市

長井市

寒河江市

米沢市

酒田市

新庄市

山形市

長井市

寒河江市

米沢市

整備計画対象洪水※と
同規模の洪水による
浸水想定範囲

凡 例

※整備計画対象洪水
・最上川(下流端～小国川合流地点)

・・・S44.8洪水
・最上川(小国川合流地点～上流端)

・・・S42.8洪水
・鮭川・・・S50.8洪水
・須川・・・T2.8.洪水

農地浸水が残存する
主な区域

河川整備計画実施による治水面の効果河川整備計画実施による治水面の効果

－－７７－－

小国川 小国川

鮭川

最上川

須川

鮭川

最上川

須川



最上川の河川改修事業の進捗状況について最上川の河川改修事業の進捗状況について

－－８８－－

下流部（庄内地域） 中流部（最上地域） 上流部（村山・置賜地域）

凡　例

　　　　　：完成堤防

　　　　　：山付区間

　　　　　：事業完了

　　　　　：第一段階

　　　　　：第二段階

河口

酒田市

庄内町

戸沢村

大蔵村
鮭川村

鮭川

真室川町

新庄市 舟形町

大石田町

村山市
東根市

天童市 山形市

山辺町

大久保遊水地

寒河江市

大江町

朝日町

白鷹町

長井町

川西町

米沢市高畠町

須川

最上川

河道掘削

河道掘削

河道掘削

大淀分水路

酒田市街地

山形市街地

長井市街地

米沢市街地

河道掘削

築堤（家屋浸水対策）

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（農耕地）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

河道掘削

築堤（家屋浸水対策）

河道掘削

築堤（農耕地）
河道掘削

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策） 南陽市

築堤（農耕地）

河道掘削

築堤（家屋浸水対策）

橋梁改築

河道掘削

河北町

その他（施設老朽化対策）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

堤防質的整備

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

堤防質的整備

堤防質的整備

堤防質的整備

堤防質的整備

堤防質的整備

堤防質的整備

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）

築堤（農耕地）

堤防質的整備
河道掘削

築堤（農耕地）

中山町

築堤（家屋浸水対策）

築堤（家屋浸水対策）
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整備計画流量

当面目標流量

下流部（庄内地域） 中流部（最上地域） 上流部（村山・置賜地域）

最上川の河川改修事業の進捗状況について最上川の河川改修事業の進捗状況について（流下能力図）（流下能力図）

－－９９－－

【第一段階目標】

H14～H23

H24～H29

【第二段階目標（整備計画規模対応）】

H29～H43

浸水が残る箇所

酒田市 庄内町 戸沢村 新庄市 舟形町 尾花沢市 大石田町 村山市 長井市 南陽市寒河江市東根市

大石田町 村山市 長井市 南陽市寒河江市河北町 米沢市

米沢市大江町 朝日町 白鷹町

大江町 朝日町 白鷹町酒田市 庄内町 戸沢村 新庄市 舟形町 尾花沢市



河川改修事業の進捗状況について河川改修事業の進捗状況について 下流部（下流部（庄内地域）庄内地域）

－－１０１０－－

平成14年度時点

平成23年度時点

3km
5%

57km
95%

総延長
60km

1km
1.7%

59km
98.3%

総延長
60km

最上川下流部堤防整備状況

完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例
完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例



京田川の整備計画目標流量800m3/s（戦後最大の昭和46年7月洪水相当）を安全に流すため、引堤、河道掘削及

び、出羽大橋架替を実施しています。【引堤S60～H19、橋梁架替H20～H24予定】

最

上

→

川

出羽大橋（国道112号）

京

田

川

→

酒田市街地

両羽橋 広田橋

旧
堤
防
法
線

事業中区間

酒田市

坂野辺地区

出羽大橋架替

最上川

京田川

羽

河道掘削

出

橋
大

引堤

約 40m
約 90m

浸水戸数約１,５００戸

掘削

引堤事業の目的

現在、現在、S46S46年と年と
同規模の洪水が流れると同規模の洪水が流れると

破堤の危険破堤の危険

約 130m

護岸

新堤

浸水戸数 ０ 戸

S46S46年と同規模の年と同規模の
洪水が起きても洪水が起きても

安全安全の確保の確保
引
堤
工
事

－－１１１１－－

流下能力向上：京田川引堤（流下能力向上：京田川引堤（S60S60～～H24H24完成予定）完成予定）

昭和46年7月洪水浸水状況

（京田川引堤）
事業期間 ： S60～H24
事業箇所 ： 左岸 1.4km～5.2km
事業内容 ： 築堤（引堤） 約3,800m

河道掘削 約618,000m3

橋梁架替 2橋

： 事業実施中

京田川の整備計画目標流量800m3/s（戦後最大の昭和46年7月洪水相当）を安全に流すため、引堤、河道掘削及

び、出羽大橋架替を実施しています。【引堤S60～H19、橋梁架替H20～H24予定】

最

上

→

川

出羽大橋（国道112号）

京

田

川

→

酒田市街地

両羽橋 広田橋

旧
堤
防
法
線

事業中区間

酒田市

坂野辺地区

出羽大橋架替

最上川

京田川

羽

河道掘削

出

橋
大

引堤

約 40m
約 90m

浸水戸数約１,５００戸

掘削引堤

約 40m
約 90m

浸水戸数約１,５００戸

掘削

引堤事業の目的

現在、現在、S46S46年と年と
同規模の洪水が流れると同規模の洪水が流れると

破堤の危険破堤の危険

約 130m

護岸

新堤

浸水戸数 ０ 戸

約 130m

護岸

新堤

浸水戸数 ０ 戸

S46S46年と同規模の年と同規模の
洪水が起きても洪水が起きても

安全安全の確保の確保
引
堤
工
事

－－１１１１－－

流下能力向上：京田川引堤（流下能力向上：京田川引堤（S60S60～～H24H24完成予定）完成予定）

昭和46年7月洪水浸水状況

（京田川引堤）
事業期間 ： S60～H24
事業箇所 ： 左岸 1.4km～5.2km
事業内容 ： 築堤（引堤） 約3,800m

河道掘削 約618,000m3

橋梁架替 2橋

： 事業実施中： 事業実施中



河川改修事業の進捗状況について河川改修事業の進捗状況について 中流部中流部（最上地域）（最上地域）

－－１２１２－－

平成14年度時点

平成23年度時点

最上川中流部堤防整備状況

完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例
完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例

20km
23.3%

8km
9.3% 58km

67.4%

総延長
86km

10km
11.6%

12km
14.0%

64km
74.4%

総延長
86km



最上川

蔵岡地区堤防嵩上げ

蔵岡地区

H9.6月洪水で約６時間、
H14.7月洪水で約１９時間の通行止め

解消

蔵岡地区の堤防は、約500mの区間がHWL-1.5m程度の堤防高となっており、近年洪水で長時間に渡って国道４７号が
通行止めとなりました。そのような浸水被害を解消するため、H16年度に堤防高嵩上げを実施しました。

・・・堤防嵩上げ区間

平成16年7月出水状況（国道４７号）

H14.7洪水状況 航空写真

国
道

４
７
号

（兼
用

堤
）

（この直後に堤防嵩上げ工事を実施）

弱小堤解消：蔵岡地区堤防嵩上げ（弱小堤解消：蔵岡地区堤防嵩上げ（H16H16完成）完成）

－１－１３３－－

新庄市

1.5m
▽計画高水位

嵩上げ

高さ不足

現堤防
（兼用堤防）

（堤防高さ不足箇所における嵩上げ）

平成16年7月出水状況（国道47号）

国道47号
至酒田

至新庄

平成16年7月出水状況（国道47号）

至酒田 国道47号

国道47号▽平成16年7月洪水痕跡水位

蔵岡地区堤防嵩上げのイメージ

道の駅とざわ

皿島地区

最上川

鮭川

約500m
H16.7洪水状況 航空写真

（蔵岡地区堤防嵩上げ）
事業期間 ： H16～H17
事業箇所 ： 左岸 43.5km～43.9km
事業内容 ： 築堤 約500m

最上川

蔵岡地区堤防嵩上げ

蔵岡地区

H9.6月洪水で約６時間、
H14.7月洪水で約１９時間の通行止め

解消

蔵岡地区の堤防は、約500mの区間がHWL-1.5m程度の堤防高となっており、近年洪水で長時間に渡って国道４７号が
通行止めとなりました。そのような浸水被害を解消するため、H16年度に堤防高嵩上げを実施しました。

・・・堤防嵩上げ区間

平成16年7月出水状況（国道４７号）

H14.7洪水状況 航空写真

国
道

４
７
号

（兼
用

堤
）

（この直後に堤防嵩上げ工事を実施）

弱小堤解消：蔵岡地区堤防嵩上げ（弱小堤解消：蔵岡地区堤防嵩上げ（H16H16完成）完成）

－１－１３３－－

新庄市

1.5m
▽計画高水位

嵩上げ

高さ不足

現堤防
（兼用堤防）

（堤防高さ不足箇所における嵩上げ）

平成16年7月出水状況（国道47号）

国道47号
至酒田

平成16年7月出水状況（国道47号）

国道47号
至酒田

至新庄

平成16年7月出水状況（国道47号）

至酒田 国道47号

平成16年7月出水状況（国道47号）

至酒田 国道47号

国道47号▽平成16年7月洪水痕跡水位

蔵岡地区堤防嵩上げのイメージ

道の駅とざわ

皿島地区

最上川

鮭川

約500m
H16.7洪水状況 航空写真

（蔵岡地区堤防嵩上げ）
事業期間 ： H16～H17
事業箇所 ： 左岸 43.5km～43.9km
事業内容 ： 築堤 約500m



近年も度々出水による浸水被害が発生していた庭月地区等で、築堤による無堤部解消を実施し、浸水被害の軽減を
図っています。

平成21年7出水状況

観音寺地区・庭月地区 無堤部解消

観音寺地区

庭月地区

約1,000mの築堤整備により、平成21年7月出水に
おける浸水被害（約20ha）を解消

約2,000mの築堤整備により、平成21年7月出水における
浸水被害（約140ha）を解消

左右岸の築堤整備により、約160haの浸水被害を解消

無堤部解消：鮭川観音寺・庭月地区堤防整備（無堤部解消：鮭川観音寺・庭月地区堤防整備（H21H21～～H23H23））

－１－１４４－－

C

D

A

鮭川

堤
防

計
画

位
置

平成21年7出水状況

鮭川

堤防計画位置

総浸水面積 140ha なし
（平成21年7月出水） （平成22年9月出水）

54.826ｍ

140ha

1:3

H21 7月 高水位

H22 9月 高水位 HWL-1.93ｍ

HWL-2.04ｍ

▽
三

HWL

D C

河川

真室川

H21 7月 高水位

H22 9月 高水位 HWL-1.93ｍ

57.823ｍ

HWL-2.04ｍ 20ha

1:
3

総浸水面積 20ha なし
（平成21年7月出水） （平成22年9月出水）

▽
三

HWL
B A

河川

B

L=約2,000m
庭月地区堤防

L=約1,000m
観音寺地区堤防

鮭川橋

観音寺橋

鮭川

（観音寺地区堤防整備）
事業期間 ： H21～H23
事業箇所 ： 右岸 15.0km～16.0km
事業内容 ： 築堤 約1,000m

（庭月地区堤防整備）
事業期間 ： H21～H23
事業箇所 ： 左岸 13.8km～15.2km
事業内容 ： 築堤 約2,000m

近年も度々出水による浸水被害が発生していた庭月地区等で、築堤による無堤部解消を実施し、浸水被害の軽減を
図っています。

平成21年7出水状況

観音寺地区・庭月地区 無堤部解消

観音寺地区

庭月地区

約1,000mの築堤整備により、平成21年7月出水に
おける浸水被害（約20ha）を解消

約2,000mの築堤整備により、平成21年7月出水における
浸水被害（約140ha）を解消

左右岸の築堤整備により、約160haの浸水被害を解消

無堤部解消：鮭川観音寺・庭月地区堤防整備（無堤部解消：鮭川観音寺・庭月地区堤防整備（H21H21～～H23H23））

－１－１４４－－

C

D

A

鮭川

堤
防

計
画

位
置

平成21年7出水状況

鮭川

堤防計画位置

平成21年7出水状況

鮭川

堤防計画位置

総浸水面積 140ha なし
（平成21年7月出水） （平成22年9月出水）

総浸水面積 140ha なし
（平成21年7月出水） （平成22年9月出水）

54.826ｍ

140ha

1:3

H21 7月 高水位

H22 9月 高水位 HWL-1.93ｍ

HWL-2.04ｍ

▽
三

HWL

D C

河川

真室川

H21 7月 高水位

H22 9月 高水位 HWL-1.93ｍ

57.823ｍ

HWL-2.04ｍ 20ha

1:
3

総浸水面積 20ha なし
（平成21年7月出水） （平成22年9月出水）

▽
三

HWL
B A

河川

B

L=約2,000m
庭月地区堤防

L=約1,000m
観音寺地区堤防

鮭川橋

観音寺橋

鮭川

（観音寺地区堤防整備）
事業期間 ： H21～H23
事業箇所 ： 右岸 15.0km～16.0km
事業内容 ： 築堤 約1,000m

（庭月地区堤防整備）
事業期間 ： H21～H23
事業箇所 ： 左岸 13.8km～15.2km
事業内容 ： 築堤 約2,000m



河川改修事業の進捗状況について河川改修事業の進捗状況について 上流部上流部（村山地域）（村山地域）

－１－１５５－－
完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例
完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例

23km
12.8%

21km
11.7%

135km
75.4%

12km
6.7%16km

8.9%

151km
84.4%

総延長
179km

総延長
179km

最上川上流部堤防整備状況

平成14年度時点 平成23年度時点



改修が進む上流からの洪水流の受け皿となる須川下流部では川幅の拡幅を行うために引堤事業を行いました。

中山町

←最上川

山形市

天童市

須

川

↓

三

落

中
目

野
橋

合 橋

須川水管橋

郷堰水管橋

引堤

引堤

旧堤防撤去

旧堤防撤去

昭和42年8月洪水浸水状況
山形市内門伝橋支川須川

▼

堤防を移動し川幅を広げます

掘削引堤

▽計画高水位

河川の水位を低下させます

新堤防 旧堤防

約150ｍ（寺津水位観測所付近） 約210ｍ（寺津水位観測所付近）

－１－１６６－－

位置図

流下能力向上：須川引堤（流下能力向上：須川引堤（H11H11～～H21H21））

（須川引堤）
事業期間 ： H11～H21
事業箇所 ： 右岸 -0.166km～1.445km（1,611m）

左岸 0.515km～3.325km（2,810m）
事業内容 ： 築堤（引堤） 約3,020m

旧堤防撤去 約2,110m

改修が進む上流からの洪水流の受け皿となる須川下流部では川幅の拡幅を行うために引堤事業を行いました。

中山町

←最上川

山形市

天童市

須

川

↓

三

落

中
目

野
橋

合 橋

須川水管橋

郷堰水管橋

引堤

引堤

旧堤防撤去

旧堤防撤去

昭和42年8月洪水浸水状況
山形市内門伝橋支川須川

▼

堤防を移動し川幅を広げます

掘削引堤

▽計画高水位

河川の水位を低下させます

新堤防 旧堤防

約150ｍ（寺津水位観測所付近） 約210ｍ（寺津水位観測所付近）

▼

堤防を移動し川幅を広げます

掘削引堤

堤防を移動し川幅を広げます

掘削引堤

▽計画高水位

河川の水位を低下させます

新堤防 旧堤防

▽計画高水位

河川の水位を低下させます

新堤防 旧堤防

約150ｍ（寺津水位観測所付近） 約210ｍ（寺津水位観測所付近）

－１－１６６－－

位置図位置図

流下能力向上：須川引堤（流下能力向上：須川引堤（H11H11～～H21H21））

（須川引堤）
事業期間 ： H11～H21
事業箇所 ： 右岸 -0.166km～1.445km（1,611m）

左岸 0.515km～3.325km（2,810m）
事業内容 ： 築堤（引堤） 約3,020m

旧堤防撤去 約2,110m



中山町

山形市

須

川

↓

中野目橋

旧堤防

立 谷 川
→

馬 見 ヶ 崎 川 → 事業中区間

掘削した土砂は、堤防拡幅箇所や工業団地造

成等の盛土材として有効利用しています。

引堤事業と合わせて、河道の掘削を行い、河川の流下能力の向上を図っています。

平成14年7月洪水出水状況
（山形市中野目地区）

河道掘削状況
（山形市中野目地区）

－１－１７７－－

流下能力向上：須川河道掘削（流下能力向上：須川河道掘削（H17H17～）～）

須
川

須

川

堤防拡幅状況
（河北町大富地区）

▼
河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

▼
河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

（須川河道掘削）
事業期間 ： H17～
事業箇所 ： 0.383km～9.107km
事業内容 ： 河道掘削 約350,000m3： 事業実施中

中山町

山形市

須

川

↓

中野目橋

旧堤防

立 谷 川
→

馬 見 ヶ 崎 川 → 事業中区間

中山町

山形市

須

川

↓

中野目橋

旧堤防

立 谷 川
→

馬 見 ヶ 崎 川 → 事業中区間

掘削した土砂は、堤防拡幅箇所や工業団地造

成等の盛土材として有効利用しています。

引堤事業と合わせて、河道の掘削を行い、河川の流下能力の向上を図っています。

平成14年7月洪水出水状況
（山形市中野目地区）

河道掘削状況
（山形市中野目地区）

－１－１７７－－

流下能力向上：須川河道掘削（流下能力向上：須川河道掘削（H17H17～）～）

須
川

須

川

堤防拡幅状況
（河北町大富地区）

▼
河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

▼
河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

（須川河道掘削）
事業期間 ： H17～
事業箇所 ： 0.383km～9.107km
事業内容 ： 河道掘削 約350,000m3： 事業実施中： 事業実施中



河川改修事業の進捗状況について河川改修事業の進捗状況について 上流部上流部（置賜地域）（置賜地域）

－１－１８８－－

完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例
完成堤防
暫定堤防

無堤

凡例

23km
12.8%

21km
11.7%

135km
75.4%

12km
6.7%16km

8.9%

151km
84.4%

総延長
179km

総延長
179km

最上川上流部堤防整備状況

平成14年度時点 平成23年度時点



無堤である森地区において、家屋及び国道の浸水被害軽減を図るため、堤防整備を実施します。。

平成14年7月洪水出水状況

長井市街地

最

↓

上

川

↓

川野
賜

置

国
道

2
8
7
号

▽計画高水位

堤防整備のイメージ（無堤部における堤防の新設）

新設

無堤

森地区

森地区

最

↓

上

川

長井市街地

国
道
2
8
7
号

↓

川野賜
置

事業中区間

－－１９１９－－

無堤部解消：森地区堤防整備無堤部解消：森地区堤防整備 （（H23H23～～H24H24完成予定）完成予定）

（森地区堤防整備）
事業期間 ： H23～H24完成予定
事業箇所 ： 176.657km～177.865km
事業内容 ： 築堤 約1,200m

： 事業実施中

無堤である森地区において、家屋及び国道の浸水被害軽減を図るため、堤防整備を実施します。。

平成14年7月洪水出水状況
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▽計画高水位

堤防整備のイメージ（無堤部における堤防の新設）

新設
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森地区
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長井市街地

国
道
2
8
7
号

↓

川野賜
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事業中区間

－－１９１９－－

無堤部解消：森地区堤防整備無堤部解消：森地区堤防整備 （（H23H23～～H24H24完成予定）完成予定）

（森地区堤防整備）
事業期間 ： H23～H24完成予定
事業箇所 ： 176.657km～177.865km
事業内容 ： 築堤 約1,200m

： 事業実施中： 事業実施中
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◆長井ダム建設事業（S54～H22）
★長井ダムの完成（最上川水系河川整備計画対応のﾀﾞﾑは全て完成）

○場所

山形県長井市（最上川水系置賜野川）

○目的

・洪水調節

・流水の正常な機能の維持

・かんがい用水の補給

・水道用水の供給（長井市：最大 0.116m3/s）

・発電（山形県企業局：最大 12.0m3/s）

○諸元 重力式コンクリートダム

高さ 125.5m 総貯水容量 5,100万m3

○総事業費 約1,497億円

○工期 昭和54年度～平成22年度

酒田市

最上川

寒河江ダム
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凡例凡例

洪水氾濫防止区域洪水氾濫防止区域

かんがい用水補給区域かんがい用水補給区域

水道用水補給区域水道用水補給区域

凡例凡例

洪水氾濫防止区域洪水氾濫防止区域

かんがい用水補給区域かんがい用水補給区域

水道用水補給区域水道用水補給区域

■洪水調節

■位置図

■ダム完成後

（試験湛水時）
非常用洪水吐越流状況

平成23年4月

管理移行
計画高水流量

1,000m3/s

－－２０２０－－
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費
（

百

万

円
）

上流部（村山・置賜地域）

中流部（最上地域）

下流部（庄内地域）

河川事業の推移河川事業の推移

●最上川の河川事業費の推移

約385億円／10年

大久保遊水地建設

大旦川水門改築 JR左沢線須川鉄道橋改築

河川整備
基本方針
の決定

河川整備
計画
の決定

最上川さみだれ大堰建設

※災害復旧関係費は、含まれておりません。

－－２１２１－－



河川改修事業の費用対効果分析手法について河川改修事業の費用対効果分析手法について

－２２－－２２－

事業実施により被害軽減 ⇒ 効果があった

整備前後の被害差額を便益として計上



「高屋」基準地点（利水）渇水流量

0

20

40

60

80

100

120

140

160

昭
和

4
3
年

昭
和

4
5
年

昭
和

4
7
年

昭
和

4
9
年

昭
和

5
1
年

昭
和

5
3
年

昭
和

5
5
年

昭
和

5
7
年

昭
和

5
9
年

昭
和

6
1
年

昭
和

6
3
年

平
成

2
年

平
成

4
年

平
成

6
年

平
成

8
年

平
成

1
0
年

平
成

1
2
年

平
成

1
4
年

平
成

1
6
年

平
成

1
8
年

平
成

2
0
年

平
成

2
2
年

（m3/s）

河川整備

計画策定

確保流量　概ね57m3/s

欠
　

測
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測

１

■社会情勢の変化

流域の人口は約96万人で山形県内の約82%を占めます。流域市町村人口の推移は、若干の減少傾向にあり、世帯数
の推移は若干の増加傾向にあります。この他の社会情勢についても大きな変化はありません。

■人口 ■世帯数

事業を巡る社会情勢などの変化事業を巡る社会情勢などの変化

101.1 98.4 98.5 97.6 98.0 95.5

25.7 26.5 28.1 29.4 30.9 31.7
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県総人口に対する最上川流域市町村人口の割合

山形県総人口 約117万人 最上川流域内
約96万人(82％)

■洪水・渇水の発生状況

河川整備計画の策定後に中小規模の洪水は発生しているものの、計画規模を超えるような大規模な洪水や渇水につ
いては発生していません。

「両羽橋」基準地点（治水）における　年最大流量
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（出典：国勢調査）



備 考
平成23年度評価（今回）

Ｂ／Ｃ

平成19年度評価（前回）

Ｂ／Ｃ
項目

H24～H29２．２－当面整備

H24～H43 ※2７．７１．８残事業

H14～H43５．５（2.2）※1１．９事業全体

費用便益比（Ｂ／Ｃ）一覧表

（3,141億円）※

3,046億円

（3,509億円）※

2,306億円
総費用（C）

（55,928億円）※

16,779億円

（17,640億円）※

4,382億円
総便益（B）

平成23年度評価

（今回）

平成19年度評価

（前回）
項目

事業全体Ｂ／Ｃの内訳表

※ （）の青字は現在価値化前の数値

※1 （）は前回と同条件で評価した場合のB/C（参考値）

※2 前回評価時の残事業期間はH20～H43

事業の投資効果について（Ｂ／Ｃ）事業の投資効果について（Ｂ／Ｃ）

－２－２４４－－



－２－２５５－－

年
平

均
被

害
軽

減
額

1/2

確率規模

1/10 整備計画規模
（1/20～1/80）

基本方針計画規模
（1/60～1/150）

無害流量規模

※図中の面積が年平均被
害軽減期待額となる

前回評価時

今回評価＋

事業の投資効果について（便益について）事業の投資効果について（便益について）
年

平
均

被
害

軽
減

額

1/2

確率規模

1/10 整備計画規模
（1/20～1/80）

基本方針計画規模
（1/60～1/150）

年平均被害軽減期待額のイメージ

無害流量規模



△ 418億円468億円886億円維持管理費

備 考
平成23年度評価（今回）

事業費（Ｃ）

平成19年度評価（前回）

事業費（Ｃ）
項目

△ 368億円3,141億円3,509億円合 計

△ 81億円1,172億円1,253億円長井ダム※

増 131億円1,501億円1,370億円河川

事業費 前回評価時との比較一覧表（現在価値化前）

【前回評価時からの相違の要因】

（河川）大規模河川管理施設（特殊堤、大旦川排水機場）の老朽化対策等の費用計上

及び間接費の見直しにより ⇒ 約130億円の増

（長井ダム）コスト縮減の取り組みにより ⇒ 約80億円の減

（維持管理費）率による計上から、コスト縮減を考慮した実績に基づく積上計上へ

⇒ 約420億円の減

※ 長井ダムの事業費は河川アロケ分（今回：1,497億円×78.3％ = 1,172億円）

事業の投資効果について（事業費について）事業の投資効果について（事業費について）

－２－２６６－－



当該事業は、県民の生命と財産を守る重要な事業であり、
「やまがた水害・土砂災害対策中期計画」の基本方針「防災
基盤の充実を図る」にも合致する事業であることから、事業
の継続に異議はありません。

最上川直轄河川改修事業
（最上川水系河川整備計画（大臣管理区間））

山形県

意見事業名県

山形山形県からの意見県からの意見

－２－２７７－－



①事業の必要性に関する視点
・最上川水系における流域内の人口は若干の減少傾向で推移していますが大きな変化はありません。

・最上川水系における治水安全度は未だ十分ではなく、流下能力が不足する区間が多く存在しており、中小規模の洪水が発生した場合でも甚大な被害が生じることが想定
されます。地域の安全・安心のために今後とも「堤防整備」「河道掘削」などの事業を上下流バランスに配慮しつつ効果的に進め、治水安全度を向上させることが必要で
す。あわせて最上川における河川・ダムの巡視、施設点検など平常時からの適切な維持管理も重要です。

・現時点で本事業の投資効果を評価した結果は、費用便益比（Ｂ／Ｃ）が今後概ね30年間の全体事業（H14～H43：治水分＋流水の正常な機能の維持分）では5.5、治水分で
は6.1、残事業（H24～H43：河道整備）では7.7、当面の事業（H24～H29：河道整備）では2.2となっており、今後も、本事業の投資効果が期待できます。

最上川では、人口等の社会情勢等に大きな変化はなく、これまで事業は順調に進捗しており、今後も順調に進む見込
みです。また、今後の事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果の投資効果も確認できることから、河川改修
事業については事業を継続します。

②事業の進捗の見込みの視点
・「最上川水系河川整備計画」では、過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを総合的に勘案し、「最上川水系河川整備基本方針」で定
めた目標に向けて、上下流の治水安全度バランスを確保しつつ段階的かつ着実に整備を進め、洪水による災害に対する安全性の向上を図ります。

・概ね30年間の整備として、洪水による災害発生の防止及び軽減に関しては戦後最大洪水である昭和42年8月洪水（上流部）、昭和44年8月洪水（中流及び下流部）と同規
模の洪水が発生した場合に想定される住家への氾濫被害防ぐとともに、農耕地については平成9年6月洪水と同規模の洪水による冠水を極力軽減させるよう努めます。また、
各主要地点における河道の目標流量を定め、適切な河川管理及び堤防整備、河道掘削などを総合的に実施します。

・当面の整備（今後概ね6年間）として、治水安全度1/10規模に対応した堤防整備、河道掘削等を実施します。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
・河道整備では、河道掘削による発生土砂の堤防整備へ有効活用を図るとともに他事業と調整しながら有効活用を図ります。

・工法への工夫や新技術の積極的な採用等によりコスト縮減に努めます。

・堤防の刈草や河道の伐採木等は、地域の方々への無償で利用していただくなど、処分費の縮減に努めています。

・代替案立案の可能性については、現時点においても、社会情勢や経済情勢の大きな変化はなく、計画規模を超える洪水も発生していないことから、現計画が最も効率的
かつ効果的と判断しています。

治水分

治水分

治水分 ＋ 流水の正常な機能の維持

残事業

全事業

7756,0057.7

2,60915,8856.1

3,04616,7795.5

平成23年度評価

C（億円）B（億円）B/C

対応方針（原案）対応方針（原案）

－２－２８８－－

※ 治水分：河道整備＋長井ダム治水分


